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(57)【要約】
　水中油型エマルションを含むリーブオン・ヘア・ケア組成物であって、このエマルショ
ンが、８０００００から５００００００ｃＳｔの分子量を有するシリコーンゴム、非イオ
ン性またはアニオン性多糖類およびシリコーンゴムのための低分子量溶媒を含む、組成物
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中油型エマルションを含むリーブオン・ヘア・ケア組成物であって、このエマルショ
ンが、８０００００から５００００００ｃＳｔの分子量を有するシリコーンゴム、非イオ
ン性またはアニオン性多糖類およびシリコーンゴムのための低分子量溶媒を含む、組成物
。
【請求項２】
　低分子量溶媒が、シリコーン、例えば低分子量シリコーン、３から６個の炭素を有する
環状シリコーン、１６個以下の炭素を有する炭化水素、およびフェニルトリメチコンから
選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　多糖類が、キサンタン、カラギーナン、ヒドロキシエチルセルロースおよびこれらの誘
導体である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　エマルションが、１から５０、より好ましくは２から２５、および最も好ましくは３か
ら２４ミクロンの平均サイズの液滴を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項５】
　４重量％未満のシリコーンを含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　５重量％未満のアニオン性界面活性剤を含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の
組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪の光沢を得るための組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　先行技術にも拘わらず、光沢のある毛髪を生み出すために魅力的なリーブオン・ヘア・
ケア組成物が必要とされ続けている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　従って、本発明の第１の態様において、本発明は、請求項１に記載のヘアケア組成物を
提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　このような多糖類を用いて、高レベルのシリコーンを用いることなく、より大きな整髪
特性を有する組成物を得ることができる。この組成物はまた、良好な光沢および触感性質
を得ることができる。
【０００５】
　シリコーンの粘度は、１００ｒｐｍにてスピンドル番号４を用いるブルックフィールド
ＲＶ４粘度計にて２５℃で測定される。
【０００６】
　好ましくは、低分子量溶媒は、シリコーン、例えば低分子量シリコーン、例えば１０ｃ
Ｓｔ以下の粘度を有するジメチコン；３から６個の炭素を有する環状シリコーン、例えば
ペンタシロキサン；１６個以下の炭素を有する炭化水素、例えばイソドデカン、イソパラ
フィン、（Ｃ１３－１６）；またはフェニルトリメチコンから選択される。
【０００７】
　好ましくは、多糖類は、キサンタン、カラギーナン、ヒドロキシエチルセルロースおよ
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びこれらの誘導体である。
【０００８】
　好ましくは、多糖類は、組成物の０．１から５重量％、より好ましくは０．１５から０
．８重量％で存在する。
【０００９】
　好ましくは、エマルションは、１から５０、より好ましくは２から２５、および最も好
ましくは３から２４ミクロンの平均サイズを有する液滴を含む。
【００１０】
　好ましくは、本発明に記載の組成物は、４重量％未満のシリコーン、より好ましくは２
重量％未満のシリコーンを含む。
【００１１】
　本発明に記載の組成物は、好ましくはセラム組成物であり、５重量％未満のアニオン性
界面活性剤、およびより好ましくは２重量％のアニオン性界面活性剤を含む。
【００１２】
　本発明に記載の組成物は、水を含む。好ましくは、組成物は、１０から９０重量％の水
、より好ましくは２５から７５重量％の水を含む。
【００１３】
　リーブオン組成物は、適用後に洗浄され、またはすすがれる組成物とは対照的に、適用
後に毛髪に残ることを目的とする組成物である。
【００１４】
　第２の態様において、本発明は、第１の態様に記載の組成物を毛髪に適用することによ
って整髪を達成するための方法を提供する。
【００１５】
　本発明の実施形態を、ここで次の非限定的な例を参照して記載する。
【実施例１】
【００１６】
　以下は、本発明の実施形態に記載の処方例である。これらは標準方法によって製造され
る。
【００１７】
【表１】

　太文字で示される成分は油相を表す。
【実施例２】
【００１８】
　整髪のｅ－パネルデータ。この処方例およびコントロールセラムで処理された毛髪の写
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真を撮影し、整髪性の測定のために使用した。写真は、確立された整髪のプロトコルに従
って、本発明者らの実験室からのボランティアパネルによって整髪性について評価した。
【００１９】
【表２】

【００２０】
　セラムＡは、９．３重量％のシリコーンを含むＳｕｎｓｉｌｋセラムである。
【００２１】
　セラムＢは、６．９重量％のシリコーンを含むＣｈａｒｌｅｓ　Ｗｏｒｔｈｉｎｇｔｏ
ｎの「Ｒｅａｌｌｙ　Ｓｈｉｎｙ　Ｇｌｏｓｓ　Ｐｏｌｉｓｈ」セラムである。
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【国際調査報告】
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